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S1 班：月面移住計画～月に電力会社を立ち上げよう～ 

1．日時場所
日時：2024年1月20日
場所：都内中学校

2．対象 

中学2年生、3年生の宇宙に興味のある生徒 30 名程度 

3．指導内容 
月面の開発について、アメリカのアルテミス計画や、中国の嫦娥計画などが進んでいる。月面

への人類移住を検討するうえで、エネルギー問題は喫緊の課題である。中学校3年生の理科で扱う
発電方法を基礎とし、月面や宇宙空間での様々な発電方法について理解を深め、月面での発電方
法としてより良いと考えられる方法について班での議論を通して学ぶ。 

4．指導上の留意点 
生徒が積極的に取り組めるようにするため、生活空間としての宇宙での電気エネルギーの重要

性とエネルギー変換について理解させ、生徒が興味を持つような問いにする。月面移住における
エネルギー問題は現実問題ではあるが、正解を求めるものではないことをあらかじめ生徒に周知
し、生徒が安心して発言や活動ができるように配慮する。
授業の展開方法としては、ジグゾー法を取り入れる。そのため、時間配分や活動が進まない場

合の補助的な発問、進行役のサポートを行う。 

5．この授業の目標 
月へ移住するという近未来の現実的な課題に対し、月面での最適な発電方法を考えるという活動

を通して、発電方法、エネルギー効率やコストに加え、環境に対する配慮などについて学ぶ。この
ことにより、月面などの宇宙空間に限らず、今日の地球でのSDGsに対するリテラシー向上を目指
す。また、月面移住というテーマを通して宇宙への興味・関心を高める。 

6．授業の評価基準 

評価の観点 
知識・技能 
【知】 

思考・判断・技能 
【思】 

主体的に学習に取り 
組む態度【態】 

単 元 の 
評価基準 

・月や宇宙に関しての基
本的な知識を身につ
けている。

・地球における発電方法
について発電方法やエ

・ 月や宇宙、地球で
の様々な発電方法
について身につけ
た知識を基に、月
面においてそれぞ

・月への移住を身近に考
え、必要非可決な電気エ
ネルギーについて積極的
に考えている。

・多角的な角度から評価

（4） 宇宙教育教材　学習指導案
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ネルギーの変換、コス
トを理解している。 

れの発電方法が実
現可能か考察する
ことができる。  

・様々な観点から多角
的に考えた上で、よ
り良い月での発電方
法を提案することが
できる。

し、より良い発電方法を
提案しようとしている。 

評価の方法 ワークシート 
行動観察
発表内容 

行動観察発表
内容 

7．指導に当たっての工夫（①授業形態の工夫、②指導方法の工夫、③教材の工夫） 
①指導形態の工夫 
・はじめに今回の活動の趣旨を生徒に伝えることによって、生徒が安心かつ効果的に活動を進
められるように工夫する。
・ジグゾー法を取り入れることによって，エキスパート活動による責任感を伴った生徒主体の
学びとなるように工夫する．
②指導方法の工夫 
・外部機関による特別授業のため、2年生と3年生が混在するクラス編成である。初めて集まっ
た生徒集団であることに配慮し、生徒主体であるものの、班活動においては進行役やヒント
となるような発問を投げかけることで議論のサポートを行い、活発かつ有意義な活動になる
ように工夫する。

③教材の工夫 
・月や宇宙での発電について身近に感じてもらえるように、授業資料には写真などを用いるこ
とで生徒が想像しやすいように工夫する。

8．本時の展開 
学習内容（〇）と学習活動（・） 指導上の留意点（・） 

導入 
(10分） 

○ 宇宙移住について学ぶ
・アルテミス計画、ムーンバレーなどについて
知る。

○ 月と地球の環境の違いを学ぶ。

T．地球とは異なる環境である月に移住する場
合、どのような問題が発生するだろうか。 

・スライド資料を使って説明し，
WS に書き込んでもらう

・写真などを用いることで想像
しやすいようにする

S．酸素がない、温度調節が必要、電気がない 
T．どれも電気エネルギーが必要である。 
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展開 

◎月に移住する場合、月でのより良い発電方法
はどれだろうか。

・月で発電会社を立ち上げるとこになったと仮
定し、どのような電力供給の方法が良いか考
える。

(20 分) 

ジグソー法：エキスパート活動 

〇 ① 生徒は火力発電、太陽光発電、原子力発電の
3つの発電方法に分かれて、地球での発電方法
や長所、短所について、各班ごとの補助教員か
ら学ぶ。 

・② 割り当てられた発電方法が、月面において可
能か考える（エキスパート活動）

・ジグゾー法を用いて活動する

・発電方法ごとに補助教員がつ
く。

・①は、補助教員が解説し、生徒
との質疑を中心に WSを埋める
ことによって進める

・②は、補助教員がヒントとな
る発問を行い、生徒同士で話
し合う

・必要があれば、補助教員が進
行役やタイムキーパーを行う

(10 分) 

ジグソー法：クロストーク活動 

・班に戻り情報交換をし、3つの発電方法のう
ち、より良い電力供給方法はどれかについて
考える

〇 月面あるいは宇宙空間の環境を生かした新し
い発電方法はあるだろうか。 

・チームごとに進行役等を決
め、進める

・情報交換が終わった段階で、
ＷＳを基にホワイトボードで
発表準備を進める

(10 分) 【休憩】 

(15 分) 
・班の意見をまとめ、ホワイトボードを用い
て発表用の資料を作成する

(15 分) ・班ごとに、月でのより良い発電方法と、月面や
宇宙空間を生かした新しい発電方法の提案につ
いて発表する（各班2分）

・発表ごとにコメントをするこ
とによって、生徒が安心して
発表できるようにする

まとめ
(10 分) 

・全体に対する FBを行う。
〇 現在進められている新たな発電方法について
紹介する。 

・多角的な観点から考えることの
大切さを伝える。

・ SDGs の観点から考えた班につ
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○ SDGs の観点から電気エネルギーについて
私たちができることはあるだろうか。

いては、地球でも同じであるこ
とを伝える。そのような版が出
なかった場合は、授業者が触れ
る。 



S2 班 (Cassiopeia)：地球から宇宙へ ～惑星での配送に関する新規事業計画～ 

宇宙教育プログラム学習指導案 

1．日時場所

日時：2024年1月27日

場所：都内中学校

2．対象 

中学2年生、3年生の宇宙に興味のある生徒 30 名程度 

３．指導内容 
ライントレースカーによる Uchuber Eats (宇宙Uber) を通じて、制約条件下で目的を達成するため

に計画を最適化する能力を育み、計画を実行した際に得られたデータを解析、発表する方法について
学ぶ。ライントレースカーのレースをする際には、トレードオフの考え方を伝え、1回目の試行の結
果を受けて、2回目にどのように修正していくかについて考えさせる。授業の最後には、生徒自身が
これから何かプロジェクト、課題を進めていく際にもトレードオフの考え方を応用できることを伝
える。 

４．指導上の留意点 
各班に補助教員を配置することにより、全ての生徒が参加できる環境を整える。 

5．授業の目標 
月面でのライントレースカーによる Uchuber Eats (宇宙Uber) というテーマ設定の下、荷物と走行

時間がトレードオフの関係にあるという制約条件化を付けた上で点数を競うレースを行い、制約条
件下で目的を達成するために計画を最適化する能力を育み、計画を実行した際に得られたデータ
を解析、発表する方法について学ぶ。 

6．授業の評価規準 

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現
【思】 

主体的に学習に 
取り組む態度【態】 

授 業 の評価
規準 

• トレードオフについて
説明することができ
る。

• トレードオフの考え
に基づき、適切な経
路選択をすること
ができる。

• 班内での話し合いに
積極的に参加し、意
見を交換すること
ができ る。
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• 実験結果から最適化
するにはどのような
方法を取るべきかを
説明すること 
ができる。 

評価の方法 
• 発表資料 
• Excelの評価ツール 

• グループディスカッ
ション

• 発表 

７．指導に当たっての工夫（①授業形態の工夫、②指導方法の工夫、③教材の工夫） 
① 全５班に分け、各班の人数を減らすことによって参加する生徒一人一人が意欲的に参加できる

環境を整える。状況設定を細かく行うことにより、生徒が宇宙 Uber で利益を上げなければならな
いビジネスマンであるように感じさせ、楽しみながら実験を行えるようにしている。

② 授業後半でトレードオフの考え方について指導し、すぐにアウトプットする形で実験を行う流
れになっている。これによりトレードオフの考え方を生徒個々人に、生きた知識として定着させ
ることを目指す。また、各班に補助教員を付けることにより、実験並びに解析を円滑に行える
ようにしている。 

③ Uber Eatsという身近なものを宇宙と関連付け、将来の1つの宇宙ビジネスとして考えられる
宇宙Uber ) を題材にトレードオフの価値観を学ぶことができるようにしている。トレードオフ
の関係を利益という観点から評価できるようモデル設計を行う。また、得られた数値だけではイ
メージができないという懸念と中学生が興味を持って取り組めるようなものとしてライントレー
スカーを用い、視覚的に観察を行ことができるようにする。

８．本時の展開 
時  間  学習内容（○）と学習活動（・） 指導上の留意点（・） 
導  入  
(3分) 

(5分) 

• S2班の自己紹介(Cassiopeia設定)を行
う。 

〇 本時の状況設定を把握する。 

• 惑星の移住計画が何年にあって、20XX
年には移住が可能になった。現状、夜間
時に太陽光が届かないことから、配送問

題があった。その問題に立ち向かうた
めCassiopeia社は夜間時も動く Uchuber 

Eats の事業を始めた。

・ 生徒が世界観に没入できるように演
出する。

2



(1分) 
 
(5分) 

〇 グループワークの方法を学ぶ。 
 

〇 ライントレースカーと本時のルールを理解
する。 

 

 
 
 
• ワークシートを配布する。 

展  開  

  
(3分) 

 

 
(12分) 

 
 

 
(3分) 

 
 

 
(5分) 

 
 
 
 
 

 
(8分) 

◎宇宙 Uber（ライントレースカー）で荷
物を届けて、最大の利益を得よう。 

 
・荷物と走行距離の関係を学ぶ。 

 
〇 グループワークの準備を行う。 

• 自己紹介を行う。 
• グループ内での役割を決める。 

• 〇 荷物と配達ルートを決める。 

 

 
〇 生徒がマスキングテープをマップに貼る。 

• マスキングテープを貼るのと同時に、予
想をホワイトボードに記入する。 

 
〇 実際にライントレースカーを走らせる。 

• 実験条件をワークシートに記載する。 

• ワークシートに実験の予想を記入する。 
• ワークシートに結果を記入し、予想と異

なった点を考察する。 

 
〇 結果発表 

• 各班の積載量と報酬の関係を共有する。 

• 一回目の実験のフィードバックを受ける。 

 
 

 

 
• 各班に補助教員がつき、円滑に実験を

行えるように補助をする。 

 
• 生徒に配達経路、配達商品を決めても

らい、それらと表計算ソフトを用いて
ライントレースカーの運動時間を算

出し、プログラムに組み込む。 
• ライントレースカーがルート全般を

スムーズに動くよう、補助教員が修

正する。 

 

 
• ライントレースカーが予期せぬ動き

をした場合は臨機応変に対応する。 

• ルート通りにいかなかった場合はや
り直しさせる。 

 
 

 

 

 

 
• 各班にフィードバックを行い、最後に

全体的なフィードバックを行う。 

休憩 
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(3分) ・ 荷物と走行距離の関係は、トレード
オフということを学ぶ。

(12分) 〇 ・2度目のレースの荷物と配達ルート
を決定する。 

• 生徒に配達経路、配達商品を決めて

もらい、それらとExcelを用いてライ

ントレースカーの運動時間を算出

し、プログラムに組み込む。

(3分) 〇 

•

マスキングテープを貼る。 

マスキングテープを貼るのと同時に、

予想をホワイトボードに記入する。 

• ライントレースカーがルート全般

をスムーズに動くよう、補助教員

が修正する。

(5分) 〇 
•

•

2度目の宇宙Uber 実験を行う。 
ライントレースカーを実際に走らせ、

得られたデータを確認する。 

実験結果をホワイトボードに記入する。 

•

 
•

ライントレースカーが予期せぬ動

きをした場合は臨機応変に対応す

る。

ルート通りにいかなかった場合は

やり直しさせる。

(12分) 〇 

•

•

実験結果から得られた内容、考察した
内容を発表する。 

全班共通して２回目で修正した点とそ

のように考えた理由を発表する。 

利益が最も出た班をもとに何が良かっ

たのかを考察する。 

•

•

各補助教員は生徒がデータをまと
められているか、客観的評価を行え

ているかを確認し、必要に応じて補

助を行う。

補助教員は各班の発表に対して必
ず良かった点を指摘する。 

まとめ 
(10分) 

〇 

•

•

最適化を考える方法についてまとめ

る。現実で最適化の考え方を活用する

具体例を伝え、この考え方が将来に活か

すことができることを伝える。 

実例を伝える。 
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S3 班：宇宙でモノを掴むには 

 

宇宙教育プログラム学習指導案 

 

1．日時場所 

日時：2024年2月17日 

場所：都内中学校 

 

2．対象 

中学2年生、3年生の宇宙に興味のある生徒 30 名程度 
 
３．指導内容 
地球の軌道上で活躍するロボットアームとその背景について講義を行う。ISS ドッキングシミ

ュレーターやアームの遠隔操作を体験し、映像遅延や形状といった制約について紹介する。講義
の後半ではロボットアームを実際に動かす体験を通し、アームの先端の形状の特徴について理解
を深める。最後に、宇宙ごみの問題を取り上げる。 
 
4．指導上の留意点 
  授業で扱うロボットアームは 1 種類であり、できることが限られている。宇宙空間でのロボ
ットアームの実際とは異なることを明示的に伝える。 

 
5．この授業の目標 
ロボットアームを使用した際に起こる遅延の問題について、体験を通して理解を深める。また、

手元が見えない遠隔操作の場合に生じる問題についても、体験を通して理解を深める。 
 
6．授業の評価基準 

評価の観点 
知識・技能 
【知】 

思考・判断・技能 
【思】 

主体的に学習に取 
り組む態度【態】 

単元の評価基準 地上と宇宙空間ロボ
ットアームの違いに
ついて説明できる。 

探査機のロボットアー
ムについて、どのよう
な形が適切か考察して
いる。 

議論を積極的に行
っている。 

 
7．指導に当たっての工夫（①授業形態の工夫、②指導方法の工夫、③教材の工夫） 
 ① 全員の生徒がシミュレーション、ロボットアームの体験ができるように班活動を中心に行

う。 
 ② 操作上の問題で活動が妨げられないように、各班ごとに補助教員がついて支援する。 
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③ロボットアームに外部カメラを取り付け、遠隔操作できるように工夫した。

8．本時の展開 

学習活動 指導上の留意点 
導入 

 5分 
〇地球の軌道の用途や、軌道上サービスで使われる
ロボットアームについて紹介する。

展開 
80分 

◎ ISS ドッキングシミュレーターを操作して、ドッ
キングの難しさを体験しよう。

・ドッキングシミュレーターを動かし、ドッキング
にトライする。
〇 操作してから、対象物が動くまでに遅延する状況
になった場合に、ドッキングはどの位難しくなる
だろうか。
・遅延モードに設定されたドッキングシミュレータ
ーを動かし、ドッキングにトライする。
・体験を通して考えたことについて、WS に記入す
る。

◎カメラを取り付けたロボットアームを遠隔操作
し、様々なものを掴んでみよう。

・ロボットアームの形状と、掴む物体の形状や硬さ
について体験を通して理解を深める。

・遠隔操作の難しさを知る。
・掴めた物体の共通点についてWS にまとめる。
◎地球の軌道上には人工衛星だけではなく、デブリ
も多数ある。軌道を飛ぶ物体を捕まえるには、ど
のようなロボットアームが良いだろうか。

・ロボットアームの形状について考える。

・シミュレーターをプロ
ジェクターで表示し、
操作方法を生徒全員の
前で説明する。

・「速く正確に安全に」
というキャッチフレー
ズを使い、いま何を目
指して体験しているか
を 明 確 に す る 。 

・班員と議論が出来てい
るか観察し、議論が進
んでいなければ、助言
をして班として一つの
意見が得られるように
促す。

まとめ 
5 分 

◎現在使われている方法（網で囲う、銛で突き刺
す、磁石で引き寄せる）について紹介する。

◎宇宙でロボットアームを活用し、物を掴むことの
一例として、宇宙ゴミの回収や人工衛星の修理、
補給が考えられる。持続可能な宇宙空間の利用に
つながるのではないだろうか。
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S4 班：異なる食文化、共に宇宙の食卓へ 

宇宙教育プログラム学習指導案 

1．日時場所

日時：2024年1月28日

場所：都内高校

2．対象 
高校１年生から３年生までの宇宙に興味のある生徒 30 名程度 

3．指導内容 

ISSでの生活環境や宗教、文化に配慮した食について講義を行う。授業では、実際の宇宙食や

本物の宇宙食の容器を用意する。また、グループワークでは班ごとに異なる宗教や文化条件を与

えて、それに合った料理を選択する。次に、ISSで使える機器・使えない機器について教え、機

器を使えない理由を考えてもらう。最後に、調理機器の形状を変化させながら、選択した料理を 

ISSで作るためのレシピを考案してもらう。 

4．指導上の留意点 

宇宙での食事について、家庭科以外の科目（社会科、数学、理科）との関連を理解させるた

めに、宗教の役割を説明し、宗教に基づいた宇宙での食事を考えることで、多くの科目（多く

の分野）が絡み合っていることを理解してもらう。指導目標を実現させるために、グループワ

ークを通じて生徒の理解向上を目指す。 

5．この授業の目標 

生徒に宇宙に興味を持ってもらい、宇宙での生活環境を日常生活の延長線上に感じてもらう。

またグループワークを通じて、異なる観点から課題を分析する能力を養う。宇宙食のテーマに

家庭科、社会科、数学、理科、工学など多岐にわたる分野が含まれていることについて理解を

深めてもらい、生徒が様々な進路選択をしても様々な分野から宇宙に関わってもらえることを

期待する。 

6．授業の評価基準 

評価の観点 
知識・技能 
【知】 

思考・判断・技能 
【思】 

主体的に学習に取 
り組む態度【態】 

1



単元の評価基準 ・ISSの環境を知る。 

・宇宙食は、文 化や

宗教に配慮されてい

ることを知る。 

・決められた制約条件

（宗教や文化）の中

で適切な料理を選択

できる。 
・ISSの生活環境を考慮
しながら、調理方法を
工夫できる。 

・グループワークの時に

積極的に発言してい

る。 

・クラスの前に立って班

の意見を発表する。 

評価の方法 ・ワークシートの

記述 
・Googleフォーム 

・グループワークの活

動の様子 
・発表 

グループワークの活動

の様子 

 

7．指導に当たっての工夫（①授業形態の工夫、②指導方法の工夫、③教材の工夫） 

① 指導形態の工夫 
各班 5，6人程度に分け、グループワークを行い、最終的に出した結論（結果）をパワー

ポイントとホワイトボードを用いて発表してもらうグループ学習形式を採用する。 
※グループワークを行う班それぞれに学生を配置する。 
② 指導方法の工夫 

ISSの環境や宇宙食について知識が不足している場合は、適宜こちらから補足する。グル

ープワークの際には、各班に1人ずつ学生を配置し、グループワークが円滑に進むような

アドバイスを与えたり、活動の様子を見て評価をしたりする。 

③ 教材の工夫 

ISSと地球の環境の違いや宗教別の食事に関してまとめたテキストと、グループワークで

使用する。ワークシートは分けずに、１冊の冊子として配布することで、授業中や授業後

いつでも見返しやすいようにする。また、実際使用されている宇宙食のパッケージや市販

されている宇宙食を用意し、宇宙食を身近に感じてもらう。 
配布する冊子について 

「ISSと地球の環境の違い」のパートでは、重力や熱の伝導の違い等の説明を、定性的に

まとめたものを掲載する。 

「宗教別の食事」のパートでは、4つの宗教とヴィーガンの合計5つに関して、各宗教の

考え方、文化を説明した上で、各宗教の料理の特徴や規定をわかりやすくまとめたものを掲

載する。 

授業内で生徒に実際取り組んでもらう「ワークシート」は、自己意見を記載する欄以外に 

も、他者意見(メンバーや我々学生からの意見等)を記載できる欄を設けることで、グループ

ワークを積極的に行えるように促す。 

 

2



8．本時の展開 

 学習内容（〇）と学習活動（・） 指導上の留意点（・） 
導入 

（15分） 
〇地球・ISSでの生活環境の違い、宗教や文化

による食生活の違い、実際の宇宙食の工夫

を知る。 

・実際の宇宙食や容器を見る。 

・地球とISSの生活環境の違いを知る。 

・各国から選ばれた宇宙飛行士という想定で

５人が登場し、宗教・文化による食生活の

違いを知る(ISSが国際的な場であるため制

約条件として宗教と文化を入れた)。 

・実際の宇宙食、容器を触っ

てもらうことで理解を深め

てもらう。 

・後のグループワークに関わ

ってくる講義なの で、大事

な内容にマークをつけなが

ら聞いてもらう。 

展開1 

(10分) 

◯ 宗教条件に合致した料理を選ぶ。 
・10個程度のレシピの一覧表を受け取る。 
・各班で異なる宗教条件を与え、それに合致
した料理を一覧表から選んで一品決定す
る。 

・渡した一覧表で、不適切な

ものを選んでしまった時

は、各班に配置された補助

教員が誘導する。 

展開2 

(10分) 

◯ISSで使用不可能な調理機器の理由を考え
る。 
・ISSで使える調理機器・使えない調理機器
を知る。(2) 
・ISSで使えない調理機器が使用不可能であ
る理由を、講義で聞いたことを元にして考
える。(5) 

・答えを発表する (3) 

・使用不可能である理由 を講

義した内容を元に考えられ

るように、ISSでの生活環

境はどうであったかのヒン

トを与える。 
 

展開3 

(40分) 

◯グループワーク１、グループワーク２で行
ったことを応用してISS内で料理をするこ
とを目標にレシピを変更する。 

・やることと条件を理解する。 
条件：グループワーク２で使える調理機器
を用いて，ISSで使用するために適した形
に調理器具（フライパン，鍋，ボウルな 
ど）の形状を変化させる。 

・グループワーク１で決定した料理につい
てISS内でどう作るかを考える. (25) 

・各班で考えたものについて発表を行う。 
（発表のフォーマットはこちらから渡す） 
(3分×5班=15) 

・ただ形状を変化させるだけで

なく、調理機器の形状が本

当にISS内で使えそうかを

グループ内で確認させる時

間を作る。 
 
・各班の発表後に、留意すべき

点が考えられていたかにつ

いて教員側からコメントを

する。 
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まとめ 
(5分) 

◯授業のまとめを行う。
・柔軟な発想や工夫次第で、より良いものを
考えられることを知る。

・自分とは違った視点の意見をたくさん取り
入れることで、 アイディアの質が高まっ
たかどうかを確認する。

・「宇宙での食」には数多くの学問が関わっ
ていることを知る（栄養学、 食品科学、
宗教・文化、工学）。

・今日行ったこと（グループ

ワーク1・2・3）は、それ

ぞれどの教科に関わってい

るかを明確に伝える。

・授業後にGoogleフォームでアンケートをとり、まとめで話したことを理解してもらえか、

確認を行う。
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S5 班(Hercules)：宇宙にメッセージを送ろう

宇宙教育プログラム学習指導案 

1．日時場所
日時：2023 年 1 月 28 日
場所：都内高校 

2．対象 
中学 1 年生から高校 3 年生までの宇宙に興味のある生徒 30 名程度 

3．指導内容 
宇宙探査機パイオニア 10 号、11 号に取り付けられた金属板、2 機のボイジャー探査機に積ま

れたゴールデンレコード、アレシボ電波望遠鏡から宇宙に送信されたアレシボメッセージには
人間から宇宙人へのメッセージが載っている。このことを踏まえ、生徒たちが人間や地球の環境
などについてこれまでに培った幅広い知識を活用しながら、言語を介さずに伝えるアプローチ
をしてもらう体験型授業を展開する。メッセージ作成だけでなく解読の時間も作り、読み取り
時にも知識や思考力を使ってもらう。そして、自分たちのメッセージがどの程度相手に伝わった
か、または相手のメッセージをどの程度読み取ることができたかは、発表や質疑応答などで把握
してもらう。 
授業後には 20 分程度、情報通信研究機構（NICT）の方から光衛星通信の紹介などをして

いただく時間を取る。また、後日希望者とともに小金井にある  NICT  の施設を訪問し、作成し
たオリジナルメッセージの内容を宇宙に向けて送る。その光景は現地に行けない人にも共有で
きるようにする。 

4．指導上の留意点 
生徒の頭の中にある知識を班のメンバーと共有し、図式化するという”アウトプット”の経験を

してもらいたいため、1回目の言葉を介さず伝えるメッセージの制作内容は、生徒の既習範囲
とした。このメッセージは、班ごとに与えられたお題について、絵を描くというものである。 

2 回目のメッセージ制作では、科学的な内容だけでなく芸術・文化的なことまで含めて自由に
発想してもらいたいため、お題は出さず、絵だけでなく写真や音声も手段として使えるようにす
る。ただし、混乱が起こったり、収拾がつかなくなったりする事態をさけるため、授業者が見回る
体制を作り、適宜アドバイスを行う。また、実際に宇宙に送ることができる情報量は限られてい
る上、情報が多すぎると情報の重要度が分かりにくくなるため、情報量の制限を設ける。基
本的には生徒の保有する知識を基にメッセージを製作してもらいたいが、調べ学習も可とす
る。 



2 

5．この授業の目標 
宇宙人へメッセージを送るという課題について、生徒が持つ知識を言語化して他者と共有し、

図式化することを通じて、表現方法や既有の科学の内容について理解を深める。また、班で宇宙
人へ1つのメッセージを決めて送るという班活動をすることで、完成したときの達成感についても
味わってもらいたい。 

6．授業の評価基準 

評価の観点 
知識・技能 
【知】 

思考・判断・技能 
【思】 

主体的に学習に取り
組む態度【態】 

単元の評価基準 

・物事を伝えるため、
または読み取るため
に必要な情報を持
っている。

・与えられたお題に関
する科学の知識があ
り、表現すること
ができる。

・何が必要な情報であ
るかを見極めること
ができる。

・非言語でもわかりや
すいように工夫がで
きる。

・適切な情報量に収め
ることができる。

・非言語的メッセージ
を読み取ることがで
きる。

・班での話し合いや制
作、発表、質疑応答に
積極的に参加できて
いる。

・分からないときに周
囲に質問したり自分
で調べたりするな
ど、自分なりに解決を
図っている。

評価の方法 

・発表内容
・解読成功数
・伝達成功数

・発表内容
・話し合いの観察
・解読成功数
・伝達成功数

・グループワークや
発表時などの様子の
観察

7．指導に当たっての工夫（①授業形態の工夫、②指導方法の工夫、③教材の工夫） 
①授業形態の工夫
・生徒たちが日ごろから使っているタブレットを、メッセージのスキャンや共有に利用する
ことで、スムーズな授業進行を図る。
・5～6 人の班で活動を中心にし、生徒一人ひとりが主体的に授業に参加できるようにす
る。
・宇宙人が地球人の情報を知りたがっているという授業設定にし、班ごとのメッセージを
作成するための動機づけを行う。

②指導方法の工夫 
・5 班に分け、班活動の際には授業者あるいは補助教員が常に近くにいるようにする。議
論が停滞していたらヒントやアドバイスを適宜送り、サポートを行う。

③教材の工夫 
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・初めはオリジナルのアレシボメッセージを作成してもらうことを検討したが、難易度や
授業時間を考慮し、実際にパイオニア探査機に搭載された 22.9 cm × 15.2 cm の紙に自
由にメッセージを描いてもらうこととした。 

・授業中には時間の都合上、解説し切れないであろうアレシボメッセージの詳細について
は、補助教材を作成し授業前に共有する。 

 
8．本時の展開 

 学習内容（〇）と学習活動（・） 指導上の留意点（・） 
導入 
(10 分） 

〇 アレシボメッセージやパイオニア探査機の
金属板、ボイジャー探査機のゴールデン
レコードなど、これまで人類が宇宙人に
対して送ったメッセージについて説明す
る。  

 

・授業内容に入る前にねらいと
過去に人類が宇宙に送ったメ
ッセージがこの授業の背景に
なっていることがきちんと伝
わるようにする。ただし、時
間があまり取れないので資料
を作っておく。 

展開 1 
(33 分) 

〇 地球から送ったメッセージに対し、宇宙
人から質問が届いた。宇宙人の質問に対
して、言語を用いずに返信しよう。 

（15 分） 
・班ごとに与えられたお題について、宇宙人
へ送るメッセージを紙に描く。このとき
他の班に知られないようにする。お題
は、水、温度、四則演算である。 

・描き終わったら、タブレットで写真を撮
り、他の班と共有するための準備をする。 

〇他班のメッセージを解読しよう。（10 分） 
・班で話し合いながら解読し、紙に解答を記
入する。 

〇正解発表と質疑応答（8 分） 
・各班の代表者にその絵で表現しようとした
ことや工夫したことなどを発表する。 

・他班からの質問を受け付ける。 
・各班の解読正答率の確認をする。 

・インターネットを利用して調
べてもよい。 

・補助教員が見回りをし、行き
詰っている班についたり、質
問に対応したりする。 

休憩 5 分 

展開２ 
(30 分) 

〇 宇宙人へのオリジナルメッセージを作成し
よう（20 分） 

・宇宙人に伝えたいことを考え、メッセージ

・絵だけでなく、写真や音声など
も可でジャンルも指定しない。 
・インターネットを利用して調べ
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を作成する。 
〇発表、質疑応答（15 分） 
・展開 1 で発表した代表者以外の人が、表現
しようとしたことや工夫したことなどを発
表する。

・他班からの発表を受け付ける。

てもよい。 
・補助教員が見回りをし、行き
詰っている班についたり、質
問に対応したりする。

まとめ 
(5 分) 

〇 補助教員によるフィードバック 
〇 NICT の施設を利用して、オリジナルメッセ

ージを送ることを予告する。 
〇 授業後に、NICTの方から研究施設や研究概
要の説明等をしていただく。 



（5） 宇宙教育プログラム通信第13号、第14号






















